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１．研究計画の概要 
本研究は、元・王禎『農書』「農器図譜」

の、現在望みうる最良の訳注をつくることを
目的とする。王禎『農書』は農業に関する総
合的技術書であり、「農桑通訣」「農器図譜」
「穀譜」の三部からなる。本研究では、この
うちとくに精華が集約された「農器図譜」を
取り上げる。「農器図譜」は、農具や農業機
械だけでなく、養蚕、紡績や田制、什器から、
農業に関連する祭祀習俗、家屋、印刷術にま
でいたる繁多な内容を、項目をたてて具体的
内容を説明し、挿図を付している。このよう
に、生活に関して多岐にわたる内容を記述す
る「農器図譜」を検討することにより、科学
技術史分野のなかでは研究の立ち後れてい
る、当時の生活科学技術への理解を深めるこ
とができるだけでなく、訳注として発表する
ことで、関連する諸分野にとっても益すると
ころが大きいと期待される。また既存の『農
書』研究では、農具・農法に関する技術的説
明の文章を訳出することが最大の目的とさ
れてきたが、『農書』「農器図譜」の大きな特
徴の一つである全体的論旨の結論としての
詩文の解釈や、農具に対する機械工学的検討
はほとんどなされてこなかった。本研究では
特に、従来の研究に致命的に欠けているこれ
らの点を補うため、農業史、科学技術史の研
究者のほか、中国文学、農業機械工学の専門
家の協力を得て、訳注の検討をおこなう。 
 
 
２．研究の進捗状況 
『農書』の訳注づくりのために、こみれまで
およそ以下の三点を中心におこなってきた。 
 

(1)テキスト読解のための検討会の実施。人文
研の正規の共同研究「伝統中国の生活空間」
のほかに随時、王禎『農書』の会訳注定稿作
成のために、関係の詩文・農業技術史・農学・
機械工学・生活空間の専門家たち有志数名に
のワーキンググループにおいて各章の仔細
な内容の復元を含む詳細な検討を加えてき
た。その結果、王禎『農書』はもともと非常
に難解な記述がおおいことが知られていた
が、こうしたまったく異なる専門領域の研究
者たちの努力によって、 
たとえば排骨車、高翻水車、九連磨、などの
難解極まりない農業機械のメカニズムその
ものの核心にまで到達することができた。王
禎『農書』は、ともと難解な専門的記述とそ
れに附せられた難解な王禎自身の作である
詩文のために一種近寄り難い書物とみられ
ていたのを私たちは始めて打破しつつある。
機会メカニズムも含めて、王禎『農書』原文
の真意をここまで解明できるようになった
のは内外の学界を通じて、初めてのことであ
り、十分評価されてよいと自負する。目下比
較的難解な篇を重点的に検討するように進
めているために、や進捗が遅いのは否めない
が、最終的には訳稿の順次刊行を目指してい
る。 
 
(2)農具に関する資料蒐集。この場合の資料と
は、文献資料、フィールド調査による資料の
両方を含む。現在、おおかた蒐集を終えてい
る。ただ、将来、検討会で新たな問題点が発
見されれば、それを補うべく、資料調査を再
開する。 
をより強化して、正確かつ精度の高い訳注づ
くりを行っている。 



３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
進捗の速度が想定をはるかに下回る点は今

後の反省課題として残るが、それは農学・機
械工学・生活空間史学などに特有の特殊専門
性のしからしめるところであり、今後、一層
この困難な仮題の克服に努めたい。すでにそ
の問題点の克服のために、中国文学、詩文、
生活空間、農業機具、家具などのまったく異
質の専門分野のメンバーによる討論の過程で、
その方向は明らかになりつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
検討会を重ねて王禎『農書』の難解かつ核心
部分となる数篇の訳注をまず完成させる。 
また、訳注では現段階での理解水準を明確に
示すべく、訳文そのものだけでなく、有益な
注が必要である。そのために、以下の二つの
ことを行う。 
 
(1)王禎『農書』の前と後の時代の農業関連の
書籍について、読解を進める。とくに、王禎
『農書』で難解かつ核心部分の篇に直接関連
するところを重点的に読解する。 
(2)現在までに実地調査で集めた文献的史料、
および民間伝承資料を整理し、訳注に役立て
る。 
(3)農業技術史関係のすでに蒐集した農機具
および生活什器の類の民俗学的および生活科
学・技術上野価値を整理分析する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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